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法人会 

平成26年3・4月号 

【第453号】 

表紙スケッチについて 

　入園料100円払って園内に入り、見晴台へ登る階段途中から
見えた景色です。 
　庭園内が俯瞰でき、和風建築の屋根も見えて、気に入りました。 
　パンフレットによると丘陵の斜面に紅梅220本・白梅150本が
植えられ、「聴雨庵」「清月庵」などの茶室や和室があり、有
料で使用できるそうです。 
　戦前は日本画家伊東深水の自宅兼アトリエ「月白山荘」があり、
戦災で焼失。 
　戦後築地の料亭経営者が拡張し、別邸として使用。没後遺族
の意志で東京都に譲渡。昭和53年に大田区に移管されたそうです。 
　絵のアクセントとして茶室の屋根とその後ろの大木を強調し
ました。 
　後で園内を一周すると、茶室と思っていた建物はトイレでした。 

● 新年賀詞交歓会並びに新入会員歓迎会 

● 大田区長・松原 忠義 

● 税務ニュース 

● 行動する法人会 

● 青年部会イブニングセミナー開催 

● 女性部会見学会開催 

● 支部バス研修会 

● 新入会員紹介 

● 経営時評／疋田文明 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／3・4月の予定 

● 都税だより 

1

2~3

4~5

6~7

8

8

9

9

10

11

12

13



1 ●法人かまた 

副 会 長  

〃 

〃 

〃 

〃 

中 央  

蒲 田  

東 蒲 田  

蒲 田 西 口  

〃 

東 六 郷  

糀 谷  

〃 

矢 口  

〃 

本 羽 田  

羽 田  

〃 

大同生命保険 

AIU損害保険 

〃 

古 田 　 友 宏  

深尾　マリ子 

伴 　 良 二  

佐 藤 　 仁  

梶 　 初 男  

荻 野 　 　 司  

川 越 　 志 直  

橋 爪 　 一 郎  

藤 本 　 愼 誠  

望 月 　 寿 昭  

斎 藤 　 肇 之  

平 塚 　 隆 志  

武 田 　 英 雄  

前 山 　 英 一  

小 宮 　 文 郎  

安 田 　 正 和  

大 塚 　 恭 弘  

伊 藤 　 明 美  

安 部 　 謙 志  

樋 口 　 昇  

小 澤 　 賢  

平成25年度 
会員増強運動感謝状受彰者 

支部名 受彰者名 

中 央  
蒲 田  
東 蒲 田  
蒲 田 西 口  
西 六 郷  
東 六 郷  
糀 谷  
矢 口  
本 羽 田  
羽 田  

藤 田 　 尚 孝  
川 越 　 志 直  
鈴 木 　 孝 雄  
望 月 　 清 志  
保 科 　 秀 三  
鎌 田 　 勝 美  
松 原 　 泰 正  
吉 田 　 義 代  
鈴 木 　 泰 治  
大 塚 　 恭 弘  

平成25年度会員増強運動達成支部（10支部） 高加入率支部（5支部） 
 

支部名 
支部名 支部長名 加入率 

支部長名 

（敬称略） 

加入率 
55％以上 
加入率 
50％以上 

加入率 
45％以上 

東 蒲 田  

東 六 郷  

西 六 郷  

矢 口  

萩 中  

鈴木　孝雄  

鎌田　勝美  

保科　秀三  

吉田　義代  

雨甲斐　明  

　
一
月
三
十
日
（
木
）
羽
田
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
新
年
賀
詞

交
歓
会
並
び
に
新
入
会
員
歓
迎
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
蒲
田
税
務
署

渡
邊
署
長
は
じ
め
関
係
官
公
庁
、
諸

団
体
、
新
入
会
員
を
含
む
二
三
〇
名

を
超
え
る
盛
況
な
会
と
な
っ
た
。 

　
第
一
部
は
、
古
田
副
会
長
が
開
会

を
知
ら
せ
、
渡
　
会
長
が
登
壇
。
「
今

年
は
公
益
社
団
法
人
と
し
て
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。
新
し
く
編
成
さ
れ
た

十
九
の
支
部
が
一
層
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
、
新
規
事
業
計
画
を
立

て
、
適
正
な
る
今
後
の
方
向
性
を
築

き
上
げ
、
社
会
に
役
立
つ
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
方

に
は
、
従
来
に
増
し
て
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
挨
拶
。
来
賓
の
渡
邊
署
長
、
大
田

都
税
事
務
所
井
出
副
所
長
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。   

　
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
佐
藤
総

務
組
織
委
員
長
か
ら
会
員
増
強

運
動
の
御
礼
と
結
果
報
告
、
渡

　
会
長
か
ら
会
員
増
強
に
功
労

の
あ
っ
た
方
々
並
び
に
目
標
達

成
支
部
に
、
感
謝
状
・
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。 

　
続
い
て
昨
年
国
税
庁
長
官
表
彰
を

受
彰
さ
れ
た
渡
　
会
長
と
、
東
京
国

税
局
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
た
古
田
副

会
長
に
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。 

　
新
入
会
員
歓
迎
会
で
は
、
出
席
十

四
社
の
新
入
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
・
会
社
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ
た
。 

　
第
二
部
の
賀
詞
交
歓
会
は
、
互
い

に
良
き
年
を
祝
い
、
賑
や
か
な
交
歓

の
輪
が
広
が
る
中
で
終
了
し
た
。 

新
年
賀
詞
交
歓
会
並
び
に
新
入
会
員
歓
迎
会 

平成26年 

七
十
七
社
の 

会
員
増
強
を
達
成 

会員増強感謝状 代表・平塚隆志氏 

渡
邊
蒲
田
税
務
署
長 

会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 
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「
日
本
の
先
頭
に
立
っ
て
力
強
く
 

　
前
進
す
る
ま
ち
お
お
た
」
を
目
指
し
て
 

2
0
2
0
年
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
 

区
の
 

防
災
対
策
に
つ
い
て
 

羽
田
空
港
 

に
つ
い
て
 

　
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法
人
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
、大

田
区
政
全
般
に
亘
り
、特
段
の
ご
理
解
、

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
を
は
じ
め
、税
務
知
識

の
普
及
な
ど
区
民
の
納
税
意
識
の
普
及
・

向
上
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
区
民
の
皆
様
と
共
に
手
を

携
え
な
が
ら
大
田
区
を
更
に
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど

う
か
、今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

    　
日
本
の
表
玄
関
で
あ
る
羽
田
空
港
を

有
し
、国
際
都
市
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
大
田
区
と
し
ま
し

て
は
、大
い
に
待
ち
望
ん
で
い
た
大
会
で
す
。

競
技
会
場
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
中
央
防
波
堤
埋
立
地
は
、

大
田
区
に
と
っ
て
、極
め
て
身
近

な
場
所
で
あ
り
、大
い
に
盛
り

上
げ
る
べ
き
大
会
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
世
界
中
の
人
々
が
集
い
、注

目
す
る
こ
の
大
会
を
契
機
に
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
・
産
業
、ス

ポ
ー
ツ・
健
康
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
で
の

取
り
組
み
を
、全
庁
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

    　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
今
年
の

三
月
で
三
年
と
な
り
ま
す
が
、今
な
お
、二

十
六
万
人
を
超
え
る
方
々
が
仮
設
住
宅

な
ど
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
田
区
は
、被
災
地
の一
日
も
早
い
復
興

に
向
け
、区
民
の
皆
様
と
と
も
に
被
災
地
・

避
難
者
の
方
々
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
ま
で
延
べ
約
一
万
一
千
人
の
方
々
が

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、宮
城
県
東
松

島
市
に
お
け
る
支
援
活
動
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
方
々
を
対
象
に
、「
防
災
塾
」

を
開
講
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
ま
り

を
大
田
区
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
十
二
月
に
、国
の
中
央
防
災
会
議

の
作
業
部
会
に
お
い
て
、都
心
南
部
地
震

の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。二
十

三
区
に
お
い
て
は
、全
体
と
し
て
厳
し
い
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、建
物
の
耐
震

化
と
不
燃
化
対
策
を
一
層
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
ま
た
、防
災
上
重
要
な
区
道
に
つ
き
ま

し
て
は
、路
面
下
の
空
洞
調
査
や
橋
梁
の

架
替
・
耐
震
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、長

寿
命
化
計
画
の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

　
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、延
焼

火
災
防
止
に
有
効
な
初
期
消
火
用
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
の
防
災
市
民
組
織
へ
の
配
備
や
、

学
校
避
難
所
の
機
能
拡
充
に
取
り
組
む

ほ
か
、区
と
災
害
時
の
協
定
を
結
ぶ
す
べ

て
の
民
間
団
体
と
連
携
し
、協
定
先
の
皆

様
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
と
、い
ざ

と
い
う
と
き
に
有
効
に
機
能
す
る
協
定
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
い
つ
、ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
発
生
す

る
か
予
測
で
き
な
い
首
都
直
下
地
震
等
に

備
え
、災
害
に
強
い
大
田
区
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

    　
三
月
末
に
、国
際
線
の
年
間
発
着
枠
が

三
万
回
増
え
ま
す
。そ
の
時
間
帯
は
、旅

客
需
要
の
高
い
昼
間
時
間
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、現
在
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
の

時
間
帯
の
就
航
先
が
、欧
米
を
含
め
た
世

界
各
地
へ
と
広
が
り
ま
す
。併
せ
て
国
際

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
拡
張
さ
れ
、羽
田
空
港

は
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
一
層
大
き
く
羽

ば
た
く
年
と
な
り
ま
す
。こ
の
状
況
を
確

か
に
捉
え
、地
元
大
田
区
の
発
展
や
日
本

経
済
の
再
生
に
つ
な
げ
る「
国
際
都
市
お

お
た
」の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。特
区
制
度
を
活
用
し
、国

や
東
京
都
と
連
携
し
な
が
ら
、羽
田
空
港

跡
地
を
活
用
し
た「
産
業
交
流
拠
点
」の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。海
外
企
業
と
国

内
中
小
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
を

行
う
な
ど
、国
内
外
の
も
の
づ
く
り
の
ニ
ー

ズ
を
つ
な
ぎ
、新
製
品
・
新
技
術
の
創
出
を

目
指
し
ま
す
。 

　
利
便
性
の
高
い
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

を
提
供
す
る
上
で
、空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強

化
は
、特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

J
R
・
東
急
と
京
急
蒲
田
駅
間
の
800
ｍ
を

結
ぶ
こ
と
で
、そ
の
利
便
性
が
大
き
く
向

上
す
る
新
空
港
線
の
整
備
が
、様
々
な
方

面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。早
期
実
現

の
期
待
に
応
え
る
た
め
、国
土
交
通
省
な
 

大田区長　松原 忠義 
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区
の
産
業
と
 

観
光
施
策
に
つ
い
て
 

京
急
連
続
立
体
 

交
差
事
業
に
つ
い
て
 

区
の
 

福
祉
施
策
に
つ
い
て
 

区
の
 

教
育
施
策
に
つ
い
て
 

「日本の先頭に立って力強く前進するまちおおた」を目指して 

ど
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

    　
昨
年
四
月
、川
崎
市
と
の
間
で
、産
業

連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。お
の
お
の
の
特
性
を
活
か
し
た

連
携
に
よ
り
、相
乗
効
果
を
高
め
、地
域

経
済
の
活
性
化
と
国
際
的
な
産
業
技
術

の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　「
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
」は
、さ
ま
ざ
ま
な

加
工
技
術
分
野
の
プ
ロ
が
集
ま
っ
て
2
号

機
を
完
成
さ
せ
、選
手
か
ら
の
改
良
要
望

に
も
全
力
で
対
応
し
ま
し
た
が
、検
証
の

時
間
的
余
裕
が
な
い
と
し
て
ソ
チ
五
輪
で

の
使
用
は
断
念
と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

新
た
な
挑
戦
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
い
ま

す
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
の
皆
さ

ん
は
当
初
の
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
闘

志
を
燃
や
し
、奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
さ
に
区
内
企
業
の
底
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
た
だ
い
た
一
年
で
し
た
。 

　
商
業
の
分
野
で
は
、多
く
の
商
店
街
が

平
成
二
十
五
年
度
の
国
の
地
域
商
店
街

活
性
化
事
業
に
採
択
さ
れ
、山
王
の
新
柳

会
商
店
街
が
全
国
で
初
め
て
電
子
看
板

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
三
十
四

台
設
置
い
た
し
ま
し
た
。商
品
の
情
報
は

も
と
よ
り
地
域
活
動
の
情
報
も
発
信
さ

れ
て
お
り
、大
田
の
逸
品
や
い
ち
お
し
グ
ル

メ
を
扱
う
店
舗
の
充
実
と
と
も
に
、商
店

街
が
よ
り
一
層
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
観
光
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、情
報
発

信
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
大
、新
た
な
観
光
資

源
の
開
発
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
五
月
に
は
、京
浜
急
行
線
品
川
駅

下
り
線
ホ
ー
ム
に
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。十
月
に
は
、映
画
の

街「
蒲
田
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、第
一
回
蒲
田

映
画
祭「
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
蒲
田
」を
開

催
し
、大
変
盛
況
で
し
た
。ま
た
、お
お
た

の
モ
ノ
づ
く
り
を
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
る
、

工
場
公
開
イ
ベ
ン
ト
の「
お
お
た
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」や
産
業
観
光
ツ
ア
ー
な
ど

に
よ
り
、大
田
区
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
年
四
月
か
ら
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
で
、馬
込
文
士
村
の一員
で
あ
り
、「
赤

毛
の
ア
ン
」の
翻
訳
者
と
し
て
著
名
な
村

岡
花
子
さ
ん
を
と
り
あ
げ
た「
花
子
と
ア

ン
」が
放
映
さ
れ
ま
す
。梅
ち
ゃ
ん
先
生

効
果
に
引
き
続
き
、地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
契
機
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

    　
永
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
京
急
線
の

全
線
高
架
化
が
実
現
し
、引
き
続
き
沿
線

で
は
、関
連
側
道
や
駅
前
広
場
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。駅
前
地
区
再
開
発
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、京
急
蒲
田
西
口
で
、昨

年
十
一
月
か
ら
駅
前
広
場
や
再
開
発
ビ
ル

の
建
設
工
事
に
着
手
し
、糀
谷
駅
前
で
は
、

本
年
四
月
か
ら
再
開
発
区
域
で
の
解
体

工
事
が
始
ま
る
予
定
で
す
。 

    　（
仮
称
）障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、平
成
二
十
六
年
度
中
の
竣
工
に

向
け
、大
森
赤
十
字
病
院
の
隣
地
に
着
々

と
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。福
祉
と
医
療

の
連
携
、就
労
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
拠

点
施
設
と
な
り
ま
す
。 

　
高
齢
者
施
設
の
整
備
で
は
、昨
年
、認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
新
た
に

五
施
設
開
設
し
、都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
を
三
施
設
開
設
い
た
し
ま
し
た
。今
年
は
、

平
成
二
十
七
年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
、

西
馬
込
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
十
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
五
床
の
整
備
を
開
始
い
た

し
ま
す
。 

　
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、保
育
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
拡
充

に
全
力
で
取
り
組
み
、三
か
年
の
定
員
拡

充
目
標
の
千
人
を
、

大
幅
に
超
え
る
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。今

後
も
、待
機
児
童
解

消
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

    　「
学
校
支
援
地
域
本
部
」に
つ
き
ま
し

て
は
、昨
年
、区
立
小
・
中
学
校
全
校
に
設

置
し
、本
年
は
全
区
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
り
ま
す
。地
域
の
方
々
に「
学
校
応
援
団
」

と
し
て
、各
学
校
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

活
動
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
学
校
教
育
で
は
、学
力
向
上
に
取
り
組
み
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。今
年
は
、

さ
ら
に
幼
児
期
か
ら
小
学
校
、中
学
校
ま

で
一
貫
し
た
体
力
向
上
の
取
り
組
み
や
国

際
理
解
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 　
大
田
区
で
は「
お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10

年
」の
後
期
計
画
に
つ
い
て
、本
年
三
月
の

策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。未
来
プ
ラ
ン
は
、

区
政
運
営
の
羅
針
盤
と
し
て
、前
期
５
年

間
の
成
果
を
検
証
し
、現
状
と
課
題
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、社
会
経
済
状
況
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
、各
施
策
に
お
け
る「
め

ざ
す
姿
」の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
私
は
、地
域
力
と
国
際
都
市
の
二
本
柱

を
も
と
に
、大
田
区
政
を
取
り
巻
く
状
況

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
も
、確
固

と
し
た
信
念
に
基
づ
き
区
政
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。そ
の
基
礎
に
は
、人
と
人
と

が
思
い
や
り
の
心
で
つ
な
が
り
、と
も
に
支

え
あ
う
愛
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
今
年
の
大
田
区「
新
春
の
つ
ど
い
」で
は
、

書
家
の
金
澤
翔
子
様
に
お
書
き
い
た
だ
い

た「
結
ぶ
」と「
愛
」の
作
品
を
出
席
者
の

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。力
強
く

書
か
れ
た「
結
ぶ
」と「
愛
」の
言
葉
を
年

頭
の
心
に
刻
み
、大
田
区
が
、日
本
の
先
頭

に
立
っ
て
力
強
く
前
進
す
る「
午
年
」の一

年
と
な
る
よ
う
、区
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、蒲
田
法
人
会

が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、会
員

の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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長　官 
北川　慎介 氏 

財政・金融・証券団体委員長 

鈴木　馨祐 氏 
石田　真敏 氏 
土屋　正忠 氏　他 

上田　　勇 氏 

事業環境部長 
松永　　明 氏 

右から 
　北川長官 
　柳田税制・税務委員長 
　横山専務理事 

全法連出席者　横山専務理事 

右 松永事業環境部長 
左奥から 柳田税制・税務委員長、横山専務理事 

　この他、みんなの党に提言書を持参するとともに、

参議院の比例代表選出議員に対し提言書を送付するな

どの提言活動を実施しました。 

全法連出席者　 柳田税制・税務委員長、長谷川税制・税務副委員長、横山専務理事 

全法連出席者　 柳田税制・税務委員長、長谷川税制・税務副委員長、横山専務理事 

政務調査会長 

石井　啓一 氏 

尾立　源幸 氏 
古本　伸一郎 氏 
安井　美沙子 氏 
鷲尾　英一郎 氏　他 

座長 
前原　誠司 氏 

税制調査会長 

斎藤　鉄夫 氏 

　昨年11月7日に松原大田区長、佐々木大田区議会議長
へ平成26年度税制改正に関する要望活動を行いました。（提
言内容は前号掲載） 
　なお、管内選出（東京第4区）の平衆議院議員へは醍醐
税制税務委員長より要望活動を行いました。 

10月24日 

中 小 企 業 庁 
予算・税制に関する政策懇談会　11月6日 

自 民 党 

税制改正要望等ヒアリング　11月13日 

公 明 党 

財務金融部門税制改正要望ヒアリング　10月29日 

民 主 党 

大田区3法人会（蒲田・大森・雪谷） 
「平成26年度税制改正提言事項」の要望活動を実施 
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財務副大臣 

愛知　治郎 氏 

主税局長 

田中　一穂 氏 

長　官 

稲垣　光隆 氏 
次　長 

藤田　利彦 氏 

課税部長 

岡田　則之 氏 

左から 愛知財務副大臣、 
 柳田税制・税務委員長、 
 横山専務理事 

右 田中主税局長 
左奥から 柳田税制・税務委員長、横山専務理事 

奥右から 稲垣長官、藤田次長 
手前右から 横山専務理事、池田会長、 
 柳田税制・税務委員長 

奥左 岡田課税部長 
手前右から 横山専務理事、池田会長、 
 柳田税制・税務委員長 

右　稲垣長官 
左　池田会長 

税制調査会長 

片山　虎之助 氏 

右から 片山税制調査会長 
 柳田税制・税務委員長 
 長谷川税制・税務副委員長 

10月25日 

財 務 省 

11月26日 

日 本 維 新 の 会 

表敬訪問　11月19日 

国 税 庁 
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今
期
、
第
四
回
目
の
イ
ブ
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
一
月
二
十
三

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
ホ
ー
ム
・
ム
ー
ビ
ー

上
映
会
と
称
し
て
昔
の
8
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
に
残
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
映
像
の
上
映
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
昨
年
行
わ

れ
た
蒲
田
映
画
祭
の
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
好
評
を
得
て
い

た
も
の
で
す
。
 

　
講
師
に
は
蒲
田
映
画
祭
上
映

委
員
の
三
橋
昭
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
こ
の
ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー
上

映
会
の
い
き
さ
つ
や
昨
年
行
わ

れ
た
蒲
田
映
画
祭
に
つ
い
て
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
す
べ
て
個

人
の
方
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
許
可
を

頂
い
て
上
映
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
 

　
話
も
ほ
ど
ほ
ど
に
早
速
上
映
開
始
で

す
。
 

　
ま
ず
は
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
も
の
で
だ
い
た
い
三
〜
五

分
程
度
の

作
品
を
四

本
上
映
。

昭
和
三
十

年
代
の
東

京
駅
や
そ

の
当
時
の

小
学
校
の

運
動
会
の

シ
ー
ン
な

ど
、
興
味
深
い
映
像
の
数
々
に
驚
き
や

ら
懐
か
し
さ
や
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
の

反
応
は
様
々
で
し
た
。
 

　
続
い
て
十
分
程
度
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
三
本
上
映
。
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の

映
写
機
自
体
が
す
で
に
貴
重
な
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
間
が
掛
か
っ
た

り
、
カ
タ
カ
タ
と
音
が
し
ま
す
が
、
そ

れ
が
ま
た
い
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
昭
和
三
十
〜
四

十
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
作
品
で
そ
の
当

時
の
六
郷
神
社
や
多
摩
川
な
ど
が
映
さ

れ
て
お
り
、
私
達
に
は
身
近
な
場
所
だ

け
に
懐
か
し
さ
も
一
入
で
思
わ
ず
声
が

上
が
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
 

　
す
べ
て
個
人
の
方
々
が
撮
影
さ
れ
た

作
品
で
し
た
が
、
た
だ
懐
か
し
い
だ
け

で
は
な
く
映
っ
て
い
る
方
々
の
楽
し
さ

や
照
れ
な
ど
の
人
と
な
り
が
垣
間
見
え

る
よ
う
な
気
が
し
て
心
が
和
ら
ぐ
思
い

が
致
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
映
画
祭
等
で
ホ
ー
ム
・
ム
ー

ビ
ー
上
映
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
、

そ
の
た
め
に
撮
影
さ
れ
た
8
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
探
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
皆
様

の
お
家
に
眠
っ
て
い
る
8
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
見
せ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
持
ち
の
方

は
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

　
青
年
部
会
で
は
今
後
も
定
期
的
に
様
々

な
内
容
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
公
益
事
業
を
通
じ
て
皆
様
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
　
〈
副
部
会
長
　岩
佐
憲
冶
　記
〉
 

講師の蒲田映画祭実行委員、三橋昭さん。蒲田図書館の館長でもあります。 

第4回イブニングセミナー開催 青年部会 

会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 

　
首
都
圏
に
大
震
災
が
発
生
し
た
場
合

の
ガ
ス
の
安
全
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

十
二
月
三
日
（
火
）
に
二
十
三
名
が
参

加
し
て
東
京
ガ
ス
防
災
供
給
司
令
室
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
時

間
体
制
で
都
市
ガ
ス
の
製
造
・
供
給
を

総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
司
令
室

の
見
学
や
、
防
災
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
 

　
ガ
ス
を
送
る
導
管
等
の
設
備
は
高
い

耐
震
性
・
耐
久
性
を
備
え
て
お
り
阪
神

淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス

の
大
地
震
で
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
構
造

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
地
震
や
事
故
が
起
き
た
と
き
、
建
物

や
地
域
単
位
で
ガ
ス
の
供
給
を
遠
隔
で

遮
断
で
き
る
防
災
シ
ス
テ
ム
が
設
け
ら

れ
、
一
般
家
庭
で
は
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

ー
が
地
震
を
感
知
し
て
ガ
ス
の
供
給
を

ス
ト
ッ
プ
、
超
高
層
ビ
ル
や
地
下
街
は

緊
急
遮
断
弁
で
ガ
ス
供
給
が
ス
ト
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。
 

　
耐
久
性
に
優
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

の
導
管
に
触
れ
て
み
た
り
、
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
の
復
帰
方
法
の
説
明
で
は
意

外
と
簡
単
に
で
き
る
こ
と
な
ど
知
り
ま

し
た
。
ガ
ス
漏
れ
、
機
器
の
消
し
忘
れ

や
震
度
五
程
度
以
上
の
地
震
を
感
知
し

た
時
な
ど
に
つ
い
て
の
安
心
と
信
頼
が

十
分
わ
か
り
ま
し
た
。
 

　
た
だ
願
う
こ
と
は
大
地
震
が
来
な
い

よ
う
に
と
･
･
･
。
 

　
一
時
間
十
五
分
の
見
学
は
ア
ッ
と
い

う
間
に
終
わ
り
と
な
り
ま
し
た
。
見
学

後
の
昼
食
会
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
地
上
三
十
八
階
に
あ
る
東
京
會

舘
離
宮
飯
店
で
素
晴
ら
し
い
展
望
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
頂

き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
 

〈
幹
事
　
伊
藤
利
子
　
記
〉
 

東京ガス 
防災供給司令室 
を見学 

女 性 部 会  



9 ●法人かまた 会員の方は、このシールを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。 
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。 蒲田法人会会員 公　　益 

社団法人 

◆支部名 

中央 

中央南 

中央南 

東蒲田 

東蒲田 

西蒲田 

蒲田西口 

蒲田西口 

東六郷 

仲六郷 

東糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

糀谷 

矢口 

矢口 

矢口 

羽田 

管外 

管外 

管外 

◆法人名 

やきとり大吉 

（医）社団永高会 

㈱テウン 

東商産業㈱ 

㈱サンテック 

㈲Ｋ＆Ｋペイント 

横山建設㈱ 

㈱ＯＮＥ 

㈱マコト・トレーディング 

㈲須山俊明商店 

㈱ウエノモールド 

小料理　和 

スナック和楽 

㈲一起電業 

㈱エイチ・エス・エス 

（医）社団糀谷整形外科 

あづま塗装店 

㈱志苑 

㈲奥山興産 

㈲鈑金塗装鈴木 

ライトニング 

㈱アウトレーヴ 

㈱細井 

㈲ウェルプランニング 

㈱アールアンドディ新建築都市研究所 

㈱ヨシカワ 

◆住所 

蒲田5－18－9 

蒲田5－40－7－401 

蒲田5－44－14 

東蒲田1－21－16 

東蒲田1－21－15 

西蒲田5－12－7 

東矢口1－6－18 

西蒲田7－26－8－1F 

東六郷1－25－3 

仲六郷4－27－11 

東糀谷1－6－27 

西糀谷4－15－5 

蒲田1－28－18 

北糀谷1－6－8 

西糀谷3－4－6 

西糀谷4－13－15 

羽田5－28－13 

西糀谷3－31－8 

川崎市川崎区鋼管通1－18－3－401 

矢口2－11－7 

矢口1－3－19 

矢口3－3－15 

羽田4－20－6 

足立区綾瀬6－29－16－401 

新宿区西新宿6－25－8－203 

大田区大森北4－5－6

◆業種 

飲食業 

医療 

輸入・販売 

機械工具卸商 

機械工具の製造及び販売 

塗装・リフォーム 

建設業 

飲食業 

旅行業 

不動産賃貸業 

金型製造 

飲食業 

飲食業 

電気設備工事業 

飲料ディスペンサ製造 

医療 

塗装業 

飲食業 

解体業 

自動車鈑金塗装 

自動車販売業 

イタリア・フランス車販売 

不動産賃貸業 

保険代理店 

再開発コンサルタント 

印刷用紙販売 

新入会員の皆さまです 平成25年11月～12月（支部順） 

支 部 バ ス 研 修 会  

西 六 郷 支 部  
【日　時】平成25年12月7日（土） 
【行　程】西六郷～桃源台～箱根園～箱根神社～ 
　　　　　箱根恩賜公園～横浜中華街～西六郷 
【参加者】50名 

南 六 郷 支 部  西 六 郷 支 部  南 六 郷 支 部  
【日　時】平成25年12月7日（土） 
【行　程】南六郷～赤レンガ倉庫・海上保安庁～横浜市開港記念会館～ 
　　　　　横浜中華街～横須賀記念館三笠・ポートマーケット～南六郷 
【参加者】25名 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
「
殷
鑑
遠
か
ら
ず
、
夏
后
の
世

に
あ
り
」
と
い
う
古
い
諺
が
中
国

に
あ
る
。
殷
は
、
紀
元
前
一
六
〇

〇
年
頃
〜
紀
元
前
一
一
〇
〇
年
頃

に
栄
え
た
と
さ
れ
る
が
、
殷
が
滅

び
な
い
た
め
の
鑑
と
す
る
先
例
は
、

遠
く
に
求
め
な
く
て
も
、
前
王
朝

の
夏
に
あ
る
と
の
教
え
だ
。
 

　
夏
王
朝
は
、
最
後
の
天
子
、
桀
が

美
女
に
溺
れ
、
贅
沢
三
昧
を
し
た
こ

と
で
滅
び
た
の
だ
が
、
こ
の
諺
は
、

失
敗
に
学
ぶ
こ
と
の
大
事
さ
を
説
い

て
い
る
。
 

　
殷
の
紂
王
に
対
し
て
、
諸
侯
の
長

で
あ
っ
た
西
伯
（
周
の
文
王
）
が
、

諌
め
て
語
っ
た
言
葉
だ
が
、
紂
王
は

桀
同
様
に
酒
池
肉
林
に
お
ぼ
れ
、
結

果
、
周
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
 

  

　
古
よ
り
、
失
敗
に
学
ぶ
こ
と
の
重

要
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

紂
の
よ
う
に
、
「
同
じ
轍
を
踏
ん
で
」

滅
び
る
例
は
数
多
く
あ
る
。
こ
れ
は
、

経
営
の
世
界
も
同
じ
で
、
失
敗
に
学

べ
ず
に
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
企

業
が
見
受
け
ら
れ
る
。
失
敗
に
学
ぶ

こ
と
は
、
ま
さ
に
、
「
言
う
は
易
し

行
う
は
難
し
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、
持
続
的
成
長
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
 

　
で
は
、
失
敗
に
学
べ
る
企
業
と
学

べ
な
い
企
業
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
そ
れ
は
、
小
さ
な
失
敗
が
起

き
た
と
き
の
対
応
に
尽
き
る
と
い
っ

て
い
い
。
 

　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
と
い
う
の

が
あ
る
。
労
働
災
害
の
世
界
で
は
よ

く
知
ら
れ
た
法
則
で
、
一
件
の
『
重

大
災
害
』
の
影
に
は
、
二
十
九
件
の

『
か
す
り
傷
程
度
の
軽
災
害
』
が
あ

り
、
そ
の
陰
に
は
三
百
件
の
『
ヒ
ヤ

ッ
と
し
た
体
験
』
が
あ
る
こ
と
が
、

デ
ー
タ
で
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
』
の
段
階
で
、
再
発
防
止
に
努
め

れ
ば
、
九
十
八
％
の
労
働
災
害
は
予

防
で
き
る
と
も
い
う
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
』

が
顕
在
化
せ
ず
に
、
重
大
災
害
を
招

く
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
い
と
、
専

門
家
は
指
摘
す
る
。
な
ぜ
、
『
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
』
や
小
さ
な
失
敗
が
表
に

出
て
こ
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
報
告

を
受
け
る
側
の
態
度
に
あ
る
と
思
え

る
。
 

　
失
敗
が
顕
在
化
す
る
ま
で
は
、
「
失

敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ろ
」

と
、
ト
ッ
プ
は
寛
容
な
態
度
を
み
せ

る
。
と
こ
ろ
が
、
失
敗
が
顕
在
化
し

た
と
た
ん
に
態
度
が
一
変
し
て
し
ま

う
。
報
告
を
受
け
る
と
、
一
喝
し
、

降
格
だ
、
ボ
ー
ナ
ス
減
額
だ
と
い
う
。

こ
れ
で
は
、
失
敗
が
顕
在
化
す
る
わ

け
が
な
い
。
 

　
英
語
の
諺
に
、
「
ド
ン
ト
・
シ
ュ

ー
ト
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
（
情
報

を
も
た
ら
せ
て
く
れ
た
人
を
打
つ
な
）

と
い
う
の
が
あ
る
と
聞
く
。
ま
さ
に
、

そ
の
と
お
り
で
、
怒
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
報
告
に
行
く

部
下
が
い
る
わ
け
は
な
い
の
だ
。
 

   　
二
十
世
紀
最
高
の
経
営
者
と
い
わ

れ
た
、
ウ
ェ
ル
チ
は
、
「
今
年
最
高

の
失
敗
賞
」
を
出
し
た
と
い
う
で
は

な
い
か
。
本
田
宗
一
郎
さ
ん
は
、
「
失

敗
は
将
来
の
収
穫
の
種
」
と
い
っ
て
、

前
向
き
な
取
り
組
み
で
失
敗
し
た
人

間
を
表
彰
し
よ
う
と
し
た
と
聞
く
。
 

　
「
失
敗
を
成
功
の
母
」
に
す
る
た

め
に
は
、
失
敗
を
ほ
め
る
ぐ
ら
い
の

気
持
ち
が
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え

た
い
が
、
た
だ
ほ
め
る
だ
け
で
は
、

失
敗
は
収
穫
の
種
に
は
な
ら
な
い
こ

と
も
指
摘
し
て
お
く
。
 

　
本
田
さ
ん
は
、
ま
ず
思
い
切
っ
て

失
敗
を
恐
れ
ず
に
や
れ
と
い
っ
て
や

ら
せ
る
。
失
敗
し
て
も
、
ま
ず
は
ほ

め
て
や
る
。
し
か
し
、
ほ
め
る
だ
け

で
は
な
い
。
ほ
め
た
後
、
な
ぜ
失
敗

し
た
の
か
分
析
さ
せ
る
。
本
田
さ
ん

は
反
省
さ
せ
る
と
い
っ
て
お
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

る
と
い
う
。
 

　
本
田
さ
ん
が
引
退
さ
れ
た
あ
と
、

八
重
洲
の
事
務
所
で
お
会
い
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
部
屋
に
は
、
自
身

が
書
か
れ
た
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い
た

の
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
蛙
が
柳
に
飛

び
つ
こ
う
と
す
る
絵
と
「
九
十
九
％

の
失
敗
が
成
功
に
つ
な
が
る
」
と
書

か
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
 

　
最
後
に
、
ユ
ニ
ク
ロ
柳
井
さ
ん
の

失
敗
に
対
す
る
考
え
を
紹
介
し
て
お

く
。
 

　
「
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
成
功
し
た

時
も
失
敗
し
た
時
も
分
析
し
な
い
。

『
成
功
し
て
よ
か
っ
た
』
、
あ
る
い

は
『
失
敗
し
て
ま
ず
か
っ
た
な
あ
』

と
し
か
考
え
な
い
。
実
行
し
た
個
々

の
内
容
を
具
体
的
に
分
析
し
、
因
果

関
係
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
ま
で
考

え
抜
く
こ
と
が
必
要
だ
。
抽
象
論
で

は
な
く
、
具
体
論
で
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
次
の
段
階
で
成
功
す

る
に
は
、
徹
底
分
析
し
た
経
験
の
蓄

積
が
必
要
と
な
る
」
 

　
本
田
さ
ん
、
柳
井
さ
ん
の
よ
う
な

考
え
が
、
失
敗
を
成
功
に
導
く
の
で

あ
る
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
殷
鑑
遠
か
ら
ず
 

本
田
宗
一
郎
、
 

柳
井
正
の
失
敗
哲
学
 

失
敗
に
学
べ
る
企
業
、
 

学
べ
な
い
企
業
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ザゴリエ 
■　場　　所：大田区仲六郷2－42－3　TFハウス1F 
■　電　　話：050－3586－3105 
■　営業時間：火～土曜日　11：30～14：00／18：00～（L.O）22：00 
　　　　　　　日・祝・祭日11：30～14：00／18：00～（L.O）21：00 
■　定 休 日：月曜日（火曜日は不定期で休業する場合あり） 

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ザ
ゴ
リ
エ
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
 

　
京
浜
急
行
線
の
雑
色
駅
か
ら
徒
歩
一
分
、
路
地

を
入
っ
た
左
側
に
あ
り
、
全
部
で
十
七
席
の
隠
れ

家
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
お
店
で
す
。
 

　
こ
こ
で
は
、
日
本
人
の
口
に
合
う
と
て
も
お
い

し
い
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
家
庭
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ひ
き
肉
と
ジ
ャ
ガ
芋
の

オ
ー
ブ
ン
料
理
「
ム
サ
カ
」
、
白
チ
ー
ズ
を
散
り

ば
め
た
「
シ
ョ
プ
ス
カ
・
サ
ラ
ダ
」
や
豆
の
煮
込

み
な
ど
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
お
母
さ
ん
の
味
で
す
。
 

　
ラ
ン
チ
は
日
替
り
の
セ
ッ
ト
（
九
〇
〇
円
）
も

あ
り
ま
す
。
農
業
国
の
た
め
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

ヘ
ル
シ
ー
料
理
が
多
く
、
故
郷
の
味
を
楽
し
み
に

遠
く
か
ら
訪
れ
る
在
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
も
い
る
と

の
こ
と
。
運
が
よ
け
れ
ば
琴
欧
州
関
に
会
え
る
か

も
。
 

〈
櫻
井
　
裕
子
　
記
〉
 

↑
品
川
 

●
雑
色
薬
局
 

●
三
井
住
友
銀
行
 

第
一
京

浜
 

雑色駅入口 

ココ 

ザゴリエHPより 
京
浜
急
行
線
 

雑
色
駅
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法 人 か ま た  

3月6日（木）13：30～16：00 
● 会計・電子申告研修会 法人会館4F 
 
3月7日（金）18：15～21：00 
● 会員親睦ボウリング大会 品川プリンスホテルボウリングセンター 
 
3月13日（木）14：00～17：00 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
3月14日（金）14：00～17：00 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
3月17日（月）18：00～19：30 
● 青年部会第5回イブニングセミナー 法人会館4F 
 
3月18日（火）13：30～16：00 
● 新設法人説明会 法人会館4F 
 
3月27日（木）14：00～16：00 
● 改正消費税実務研修会 法人会館4F 
 
3月6日（木）15：00～16：30 
■ 第3回理事会 大田区産業プラザ3F 
 
3月13日（金）16：30～17：30 
■ 正副会長会 プラザ・アペア 
 
3月13日（金）18：00～19：30 
■ 正副会長・顧問・相談役・参与会 プラザ・アペア 

　
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
東
京
で
後

期
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
よ
う
で

す
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
男
性
の

健
康
寿
命
は
七
十

二
才
、
平
均
寿
命

が
七
十
九
才
で
す

か
ら
、
こ
こ
に
七

年
の
差
が
出
て
き

ま
す
。
 

　
弱
っ
た
り
病
気
を
す
る
と
七

年
間
介
護
の
お
世
話
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
特
養
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
に
入
ろ
う
と
す
る

と
入
所
待
機
者
が
多
く
、
待
っ

て
い
る
間
に
他
界
す
る
可
能
性

が
高
い
よ
う
で
す
。
 

　
家
族
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い

身
体
を
鍛
え
て
健
康
を
保
ち
、

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
い
く
し
か

な
い
。
 

　
寿
命
は
神
の
み
ぞ
知
る
こ
と

な
の
で
、
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
、
そ

し
て
ぽ
っ
く
り
寺
に
参
拝
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。
 〈

Ｓ
・
Ｆ
〉
 

4月8日（火）13：30～16：00 
● 簿記講習会① 法人会館4F 
 
4月11日（金）13：30～16：00 
● 簿記講習会② 法人会館4F 
 
4月15日（火）13：30～16：00 
● 簿記講習会③ 法人会館4F 
 
4月16日（水）13：30～16：00 
● 簿記講習会④ 法人会館4F 
 
4月17日（木）14：00～17：00 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
4月18日（金）14：00～17：00 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
4月18日（金）13：30～16：00 
● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 
 
4月22日（火）13：30～16：00 
● 簿記講習会⑤ 法人会館4F 
 
4月23日（水）13：45～16：45 
● 経営セミナー「負けない経営者を目指す!!」 大田区産業プラザ6F 
 
4月25日（金）13：30～16：00 
● 簿記講習会⑥ 法人会館4F 
 
4月15日（火）16：00～17：00 
■ 女性部会役員会 法人会館4F 
 
4月16日（水）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館5F 
 
4月17日（木）15：00～17：00 
■ 総務組織委員会 法人会館5F 
 
4月24日（木）14：00～14：45 
■ 第1回常任理事会 プラザ・アペア 
 
4月24日（木）15：00～16：30 
■ 第1回理事会 プラザ・アペア 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

 
法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

法人名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

　自動車税は、毎年4月1日現在、自動車検査証（車検証）に記載されている所有者（割賦販売の場合は使
用者）の方に課税されます。 
　自動車を譲渡したときは移転登録、廃車したときは抹消登録の手続きが必要です。お早めに、管轄の運輸
支局又は自動車検査登録事務所で手続きをお済ませください。 
 
◇ 自動車を譲渡したとき：平成26年3月31日（月）までに移転登録をお済ませください。 
　　★ 移転登録の手続きがお済みでないと、手放したはずの自動車に自動車税が課税され、トラブルの原因となります。 
 
◇ 廃車等で自動車を使わなくなったとき：速やかに抹消登録をお済ませください。 
　　★ 抹消登録の手続きがお済みでないと、廃車したはずの自動車に自動車税が課税され、トラブルの原因となります。 

 
登録手続きに関しては、以下のホームページをご覧ください。 
〈国土交通省ホームページ「自動車検査・登録ガイド」〉 
http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr6_000007.html 

東京都自動車税コールセンター　03-3525-4066 
平日　午前9時～午後5時まで 
（土日・祝日、年末年始12/29～1/3を除く） 

【お問い合わせ先】 




